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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
世
界
を
震
撼
さ
せ
た

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
多
く

の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

今
な
お
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
皆
様
方
に
対
し
ま
し

て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
を
合
言
葉

に
、
す
べ
て
の
国
民
が
一
丸
と
な

っ
た
様
々
な
支
援
活
動
を
通
じ
て
、

被
災
地
が
一
日
も
早
く
復
旧
、
復

興
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

甲
州
市
は
、
第
一
次
総
合
計
画

の
将
来
像
「
豊
か
な
自
然
、
歴
史

と
文
化
に
彩
ら
れ
た
果
樹
園
交
流

の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、

「
甲
州
市
ら
し
さ
を
創
造
す
る
、

誇
り
う
る
ま
ち
」
「
人
と
自
然
が

輝
く
、
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
「
市

民
と
協
働
に
よ
る
、
自
立
し
た
ま

ち
」
を
基
本
視
点
に
、
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変

化
す
る
中
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
市

民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
「
地
域

力
の
向
上
」
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

偉
大
な
る
先
人
ら
が
築
い
て
き

た
歴
史
文
化
、
基
幹
産
業
な
ど
、

魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
最
大
限
に

生
か
し
、
国
内
外
へ
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
同
時
に
、
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
に
よ
る
、
「
量

の
改
革
か
ら
質
の
改
革
」
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
時
代
を
見
据
え
、
人
と

人
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
強
い

絆
と
、
市
民
の
皆
様
が
参
画
・
協

働
す
る
地
域
づ
く
り
を
重
点
に
、

「
未
来
へ
と
羽
ば
た
く
甲
州
市
」

の
発
展
と
飛
躍
に
つ
な
が
る
よ

う
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
希
望
が
あ
ふ
れ
る
一
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人と人との絆を大切に
地域力の向上を目指す

年
頭
に
あ
た
っ
て

甲
州
市
長
　
田
辺
　
篤

大蔵高丸から望む富士山

全国に誇るぶどう郷

大久保平のヒマワリ



３ 広報こうしゅう

■主　催　甲州市・甲州市教育委員会・甲州市観光協会・甲州市商工会　
■協　力　甲州市観光ボランティアガイドの会
◆お問い合わせ先　観光交流課内交流イベント担当　☎３２‐２１１１　

２月11日～４月18日まで開催

第10回甲州市えんざん桃源郷

ひな飾りと
桃の花まつり甘草屋敷

約１０００体の江戸時代から

昭和時代のひな飾りが皆さん

をお出迎えしてくれます！

ここでしか見られない貴重なひな人形が見られます！

甲州市 インフォメーション

４月 ７日（土）第41回信玄公まつり甲州軍団出陣

４月12日（木）信玄公忌（恵林寺）

４月18日（水）秋葉神社例祭（向嶽寺）

ある～くこうしゅう 春のスタンプラリー

３月１８日（日）～４月１８日（水）

つるし飾りづくり体験教室

■場　所　甘草屋敷内「特設会場」

■時　間

期間中（２月１１日～４月１８日）

毎週土曜日　午前１０時～午後３時

甘草屋敷特産品販売所  ☎３３‐５９１７

期間中は、特産品の販売。地元産の味噌おでんや

甘酒がお勧めです。

皆さんの家に眠っているひな飾りを展示しませんか
市民総参加の期間型イベントのひな飾りと桃の花まつり。今年で１０回目を迎える今回は、市民の皆さ

んの家に眠っているひな飾り（段飾り）を市役所本庁舎ロビーに展示します。家族の想いが詰まっている
ひな飾り。古いもの、新しいもの、珍しいもの等・・展示を希望される方は、ぜひお申し込みください。
■期　間　２月１１日（土）～４月１８日（水）　■場　所　甲州市役所本庁舎　１階ロビー
■申込日　１月５日（木）～２０日（金）
■展示数　６台（展示スペースの関係上先着順とさせていただきます）

ひな飾り展示会場
重要文化財
旧高野家住宅・甘草屋敷 ☎３３‐５９１０

■時　間　午前９時～午後４時３０分
（期間中無休)

■入館料　大人　３００円　　小人　２００円
※２０名以上の団体割引有り

恵林寺 武田信玄公宝物館 ☎３３‐４５６０

■時　間　午前９時～午後４時３０分
（４月を除き木曜日は休館日）

■入館料　大人　５００円　　小人　１００円
※２０名以上の団体割引有り

協賛展示会場
・ドライブイン「信玄館」☎３３‐３５５５
時　間　午前８時３０～午後５時（無休）
入館料　無料

・大菩薩の湯　　　　　　☎３２‐４１２６
・勝沼ぶどうの丘　　　　☎４４‐２１１１
・道の駅「甲斐大和」　　☎４８‐２５７１

その他の展示会場
・ＪＲ東日本「塩山駅」
・市役所本庁ロビー
・宮光園　　　　　　　　☎４４‐０４４４
時　間　午前９時～午後４時３０分（火曜日定休）
入館料　個人　２０歳以上　２００円

２０歳未満　１００円
※２０名以上の団体割引有り

武田信玄公宝物館
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ＪＲ塩山駅北口に１２月１日、同駅の南北を
つなぐ自由通路と接続するエレベーターが完成
しました。

１１人乗りで、「貫通型」と呼ばれるエレベ
ーターは、乗り口と降り口が反対側であること
から、車いすの方も、ホームまでの移動がスム
ーズになりました。また、エレベーター設置と
併せて、同駅北口に多目的トイレを設置しまし
た。なお、エレベーターの利用時間は、午前５
時から午前１時までとなります。

塩山駅バリアフリー化

甲州青年会議所と大和町の皆さん、甲州市教
育委員会は１２月１１日、大和ふるさと会館で
第６回まほろば・チャリティークリスマスコン
サートを開催しました。

クラシックと甲州市産のワインを楽しめるこ
とから、市内外から多くの皆さんが参加し、ひ
と足早いクリスマスを楽しみました。また、会
場では東日本大震災の支援として義援金などを
呼びかけ、参加者の貴重なご寄付を被災地へ送
る活動も行いました。

クリスマスコンサート

ＪＲ塩山駅北口エレベーターを利用する皆さん甲州市ならではのクリスマスを満喫

勝沼中学校の武井トリオ　　

激戦を突破し全国へ

第１２回全国中学生創造ものづくり教育フェ
ア・創造アイディアロボットコンテスト（全日本
中学校技術・家庭科研究会主催、１月に東京都で
開催）に、勝沼中学校の仲良しグループ「武井ト
リオ」が出場します。この大会は、ものづくりの
知識、技術を活かし、ロボットの設計などを通じ
て、喜びや感動、仲間同士の交流を深めることを
目的としています。
●４人のトリオ？で、数々の激戦を勝ち抜いた●
「武井トリオの由来は、先生の名前から考えまし

た」と笑顔で話し出した、勝沼中学３年生の夏八
木賢さん、水上和也さん、曽根瑶平さん。「大会
に出場できるのは僕たちだけ。ロボットの製作に
一緒になって取り組んでくれた武井先生にも出場
してほしかった」と、トリオに先生の心も加わり、
これまで県予選、関東大会と、数々の予選を勝ち
抜いてきました。
「ものづくり、各大会を通じて、生徒達の仲間意

識が深まりました」と話す指導の武井俊文先生。
全国優勝を目指して、「頑張れ、武井トリオ！」。　

創造アイディアロボットコンテストとは

授業内（技術・家庭科）で「お掃除ロボ
ット」を製作し、ものづくりの知識や技術
を発表するコンテスト。製作されたロボッ
トの機能、加工精度・創意工夫・ユニーク
さや操作技術、チームワーク等を審査し、
試合の勝敗を加味しつつ審査をするもの。
今回製作したロボットは「勝沼一号」。勝
沼中学校で誕生し、勝沼の名を全国に紹介
したい思いから名付けられた。

全国へ挑戦する武井トリオの皆さん



５ 広報こうしゅう

市内８つの少年野球スポーツ少年団は１１月
６日、塩山総合グラウンドで第４回野球スポー
ツ少年団６年生交流大会を行いました。

これまで競い合ってきたライバルとの交流試
合。投げて、打って、走ってと、６年生の選手
は、今までで最高のプレーで熱戦が繰り広げら
れました。神金チームの白川勇紀さんは「仲同
級生の仲間が出来て楽しかった。みんなすごい
プレーをするのに驚きました。」と、元気ハツ
ラツで、仲間との交流を楽しみました。

少年野球 元気ハツラツ

６年生の選手みんなで「ハイ、チーズ！」

塩山南野球スポーツ少年団は１１月５日と６
日の間、東京都で開催した第２９回ＩＢＡ‐ｂ
ｏｙｓ秋季関東甲信越低学年大会において、見
事３位となりました。

４年生以下の低学年チームでは、初の関東大
会出場ということもあり、少し緊張してしまっ
たと選手の皆さん。キャプテンの志村泰征さん
は「試合には負けましたが、このチームで団結
して勝ち取った結果は、最高の思い出になりま
した」と大会を振り返り話しました。

初の関東大会３位！

初の関東大会３位になった塩山南野球の皆さん

フットパスとは、昔から地域にある自然や歴
史文化に親しむ散策道のことを意味し、イギリ
スでは、地球６周分ものフットパスルートが設
定され、多くの皆さんは週末になるとルートマ
ップなどを手にウォーキングを楽しんでいます。
●毎月１回、ガイドツアーを開催●
「ここに住む皆さんは、故郷に愛着があるんだ

よね」と話す勝沼フットパスの会会長の小沢正
光さん。多くの皆さんに勝沼の魅力を紹介しよ
うと、地域住民の皆さんが中心となり、同会を
立ち上げました。現在、毎月第１日曜日に開催
している「かつぬま朝市」に合わせて、近代化
産業遺産など歴史文化をはじめ、街並みやぶど
う畑を巡るガイドツアーを行っています。
●まずは、地域の素晴らしさを再確認！●

フットパスの会の皆さんは、ガイドツアーの
際に「まちの案内人」としてガイド役を務めて

います。「ワインの歴史」「甲州街道勝沼宿」「ぶ
どうの里の寺まち」と３つあるコースには、毎
回多くの皆さんが参加し、ぶどう栽培１３００
年、ワイン造り１３０年の歴史文化、先人から
受け継いできた農村風景などを紹介しています。
また、地元の住民のみ知る「お宝紹介」も、こ
のガイドツアーの魅力として、参加者から喜ば
れています。「まずは、私たちが地域の素晴らし
さを再確認し、親しみを持つことが大切です」
と話す小沢さんは、これからも会員の皆さんと、
魅力ある勝沼を存分に紹介していきます。

地域を巡り地元住民
のみ知るお宝を紹介

勝沼フットパスの会

シリーズ協働を担う ⑫

地域を巡るガイドツアー



申告書はご自分で書いて提出はお早めに
平成２３年分の申告の相談、申告書の提出及び納付は・・・

■所得税■　2月16日（木）～ 3月15日（木）

※還付申告の方は、１月４日（水）から申告書を提出することができます。

■贈与税■　2月 1日（水）～ 3月15日（木）

■個人事業者の消費税・地方消費税■

1月 4日（水）～ 4月 2日（月）

※土・日曜及び祝日を除きます。申告書はｅ‐Ｔａｘや郵便または信書便によ
る送付、税務署の時間外文書収受箱に投函することで提出できます。

※税務署では、行政コスト削減の観点から平成２３年分
青色決算書用紙の事前送付を廃止し、確定申告書用紙
に同封して送付することとしております。
なお、電子申告（ｅ‐Ｔａｘ）や「確定申告書作成コ
ーナー」をご利用いただいた方につきましては申告書
等の送付はされませんので、ご理解とご協力をお願い
します。

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
は
正
し
く

納
税
は
期
限
内
に
！

◎
申
告
書
の
作
成
は
ご
自
身
で
◎

確
定
申
告
期
間
中
、
確
定
申
告
書
作
成
会
場
は
大
変
混
み

合
い
ま
す
。
確
定
申
告
書
は
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手

引
き
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
ご
自
身
で
作
成
し
、
お
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
を
手
書
き
で
作
成
さ

れ
る
場
合
は
、
枠
内
に
丁
寧
に
記
載
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
集
計
・
計
算
誤
り
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※電子証明書の有効期間は発行日から３年間です。既に「e-Tax」をご利用されて
いる方で、取得後３年が経過する、あるいはした方におかれましては、各市役所

（住民登録係）において更新手続きが必要となります。詳しくは、国税庁ホームペ
ージまたはｅ－Ｔａｘホームページをご覧ください。
○国税庁ホームページアドレス　　　http://www.nta.go.jp
○ｅ－Ｔａｘホームページアドレス　http://www.e-tax.nta.go.jp
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iinnffoorrmmaatt iioonn
ご
利
用
の
際
に
は
、
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
た
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
の
ほ
か
、
前

年
申
告
し
た
控
、
源
泉
徴
収
票
、
各
種
控

除
の
証
明
書
、
印
鑑
な
ど
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

申
告
指
導
相
談
会

■
日
　
時

１
月
26
日
（
木
）

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

受
付

午
前
11
時
30
分
ま
で

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

受
付

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所

市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
第
１
会
議
室

■
相
談
内
容

確
定
申
告
書
の
作
成
方
法
等
の
不
明
な

点
を
税
理
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

■
そ
の
他

相
談
会
場
で
は
、
先
着
順
に
御
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
、
混
雑
し
て
い
る
場
合
は

相
談
会
場
で
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

午
前
中
は
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
午
後
か
ら
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
、
指
導
員

の
昼
休
時
間
の
た
め
、
申
告
書
の
作
成
指

導
等
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

事
業
・
農
業
所
得
お
よ
び
土
地
・
建

物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
を

除
き
ま
す
。

税
理
士
会
に
よ
る
小
規
模
納
税
者

の
方
な
ど
の
た
め
の
無
料
申
告
相

談
会

■
日
　
時

２
月
20
日
（
月
）、
21
日
（
火
）

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

受
付

午
前
11
時
30
分
ま
で

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

受
付

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所

市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
第
１
会
議
室

■
対
　
象

小
規
模
納
税
者
の
方
の
所
得
税
及
び
消

費
税
、
年
金
受
給
者
及
び
給
与
所
得
者
の

方
の
所
得
税
の
申
告
を
対
象
（
土
地
・
建

物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
を

除
き
ま
す
。）
と
し
て
お
り
ま
す
。

税
理
士
会
が
行
う
年
金
及
び
医
療

費
還
付
申
告
広
域
相
談
会

■
日
　
時

２
月
９
日
（
木
）、
10
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

３
階

大
会
議
室

甲
府
市
青
沼
３
‐
５
‐
４
４

税
理
士
会
が
行
う
年
金
受
給
者
及

び
給
与
所
得
者
に
対
す
る
無
料
申

告
相
談
会

■
日
　
時

２
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所

甲
府
市
総
合
市
民
会
館
内

遊
亀
公
民
館
　
２
階
　
研
修
室

甲
府
市
青
沼
３
‐
５
‐
４
４

■
そ
の
他

相
談
の
受
付
終
了
は
、
相
談
時
間
の
終

了
30
分
前
で
す
。
混
雑
状
況
に
よ
り
、
早

め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
譲
渡

所
得
の
あ
る
方
及
び
税
理
士
に
依
頼
し
て

い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
各
種
相
談
会
の
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
税
務
署
　
☎
22
‐
１
４
１
１

山
梨
税
務
署

指
導
・
相
談
会
の
お
知
ら
せ

平成24年度から森林環境税 (県税) が導入

森林には、災害の防止、水源のかん養等多くの公益的機

能があります。山梨県では、この重要な役割を果たす森林

を健全な姿で次の世代に引き継いでいくため、平成２４年

４月１日から森林環境税（県民税均等割の超過課税）を導

入します。県民税均等割額に次の額を上乗せ（超過課税）

して納めていただきますので、納付の方法はこれまでの県

民税均等割と同じです。皆様のご理解とご協力をお願いい

たします。

・個人　年額５００円（平成２４年度から課税）

・法人　均等割額の５％

（平成２４年４月１日以後に終了する事業年度から課税)

◆お問い合わせ先　山梨県 森林環境総務課

☎０５５‐２２３‐１６３４

７ 広報こうしゅう



８平成2４年１月

ｅ
‐
Ｔ
ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
確
定
申
告
を

お
考
え
の
方
は
、
電
子
証
明
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
ｅ
‐
Ｔ
ａ
Ｘ
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、

６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、
発
行
の

日
か
ら
３
年
間
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
有

効
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
引
越
し
等
の
手

続
き
で
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
に
変
更

が
生
じ
た
場
合
、
効
力
を
失
い
ま
す
。

確
定
申
告
の
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
く
と
窓
口
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

電
子
証
明
書
の
申
請
に
つ
い
て

■
持
ち
物

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
電
子
証
明
書
と

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
同
時
に
申
請
で
き

ま
す
。）、
官
公
署
発
行
の
写
真
付
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真

付
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）

※
た
だ
し
、
本
人
確
認
書
類
の
住
所
・
氏

名
は
、
住
民
登
録
上
の
情
報
と
一
致
し
て

い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
住
所
変
更
・
氏

名
変
更
等
の
あ
っ
た
方
は
、
必
ず
裏
書
記

載
な
ど
変
更
の
手
続
き
を
行
っ
た
後
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
場
所

市
民
生
活
課
（
市
役
所
本
庁
舎
の
み
）

平
日
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
１
月
４
日
（
水
）
～
３
月
14
日
（
水
）

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
窓
口
業
務
延
長
日
）

は
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
と
な
り

ま
す
。

■
手
数
料
　
５
０
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
０
２
～
１
０
５
）

豊
か
な
自
然
環
境
の
な
か
、
あ
な
た
も

農
作
業
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
が
野
菜
、
花
き

等
の
栽
培
を
と
お
し
て
健
康
で
ゆ
と
り
の

あ
る
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、
塩
山

上
塩
後
地
内
に
市
民
農
園
（
一
葉
や
さ
い

文
学
園
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

一
葉
や
さ
い
文
学
園
の
利
用
者
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
要
項

・
区
画
面
積
　
40
㎡

５，

０
４
０
円
／
年
額

・
区
画
面
積
　
32
㎡

３，

７
８
０
円
／
年
額

■
募
集
期
間

１
月
10
日
（
火
）
～
１
月
31
日
（
火
）

■
貸
出
日

平
成
24
年
４
月
か
ら
１
年
間

■
募
集
方
法

申
請
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
産
業
振
興

課
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
申
し
込
み
の
際
に
は
、
必
ず
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。（
認
印
可
）

・
一
世
帯
に
つ
き
、
１
区
画
の
使
用
と
し

ま
す
。

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
申
請
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

農
地
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

iinnffoorrmmaatt iioonn
電
子
証
明
書
の
取
得
は
お
済
み
で

す
か

第５回甲州市
甲州種ワインを愉しむ会

■日　時　2月 4日（土）
午後１時３０分～４時３０分

■場　所　勝沼ぶどうの丘イベントホール

■定　員　５０名（定員になり次第締め切ります）

■参加費　１人につき１，０００円（当日徴収）

■内　容
・第一部　講演

「ワインライターから見た甲州種その発展の軌跡と展望」
講　師　芳野真光さん

（洋酒専門誌 ウォンズパブリシングリミテッド代表)
・第二部　テイスティングディスカッション

「世界の白ワイン市場から見た甲州種の立ち位置」
※５銘柄の試飲付
講　師　内藤邦夫さん

（ワイン専門店／カーヴドリラックス店主）
味村興成さん

（シャトー・メルシャンチーフワインメーカー）

■主　催　勝沼ワイン協会、塩山ワインクラブ

■協　賛　甲州市

◆申し込み・お問い合わせ先

産業振興課ワイン・商工担当　☎３２‐５０９２

平
成
24
年
度
　
市
民
農
園
（
一
葉

や
さ
い
文
学
園
）
利
用
者
募
集

勝沼ぶどうの丘
休館のお知らせ

ぶどうの丘施設・天空の湯・駅ワイ
ンショップは、１月２３日（月）から
２８日（土）の期間、館内点検のため
休 館 し ま す 。 な お 、 思 蓮 （ ほ う と
う）・勝沼トンネルワインカーヴ・釈
迦堂ショップは、その期間、通常どお
り営業します。
◆お問い合わせ先

甲州市勝沼ぶどうの丘
☎４４‐２１１１



９ 広報こうしゅう

iinnffoorrmmaatt iioonn
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
に
つ

い
て
は
、
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
」
で
毎
年
調
製
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

農
業
委
員
は
、
農
業
者
を
代
表
し
て
農

家
の
地
位
向
上
や
、
農
地
の
権
利
移
転
の

許
可
・
農
地
転
用
の
審
査
・
農
地
に
関
す

る
相
談
な
ど
の
活
動
を
行
う
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
に
よ
る
農
業
委
員
を
選
出
す
る
た

め
の
投
票
を
行
う
に
は
、
一
定
の
条
件
を

満
た
し
た
農
業
者
が
世
帯
ご
と
に
農
業
委

員
会
を
通
じ
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請

し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

現
在
、
各
農
事
組
合
長
を
通
じ
る
な
ど

し
て
申
請
書
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
農
事
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い

方
・
農
事
組
合
が
地
域
に
存
在
し
な
い

方
、
ま
た
農
業
生
産
法
人
に
勤
務
す
る
組

合
員
、
社
員
の
方
、
株
主
な
ど
で
選
挙
人

名
簿
へ
の
登
載
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は
、

市
農
業
委
員
会
（
本
庁
舎
２
階
産
業
振
興

課
内
）
で
登
載
申
請
用
紙
の
交
付
を
受
け
、

１
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
農
業
委
員
会

事
務
局
（
産
業
振
興
課
　
農
地
担
当
）

☎
32
‐
５
０
９
２

２
月
に
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
経
済
セ
ン
サ
ス
と
は
「
経

済
に
関
す
る
国
勢
調
査
」
で
す
。
会
社
や

お
店
な
ど
、
全
国
す
べ
て
の
企
業
・
す
べ

て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
た
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種
行
政
施
策
を

は
じ
め
、
地
域
の
産
業
振
興
や
商
店
街
の

活
性
化
な
ど
の
地
域
行
政
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
票
は
、
１
月
末
日
ま
で
に
調
査
員

が
直
接
持
参
、
も
し
く
は
郵
送
で
お
届
け

し
ま
す
の
で
、
２
月
１
日
以
降
に
調
査
員

等
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査

無
料
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
４
４
‐
１
０
３
４

ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.s

ta
t.g

o
.jp

/d
a

ta
/e

-

c
e
n
su

s/c
a
m

p
a
ig

n
/in

d
e
x
.h

tm

・
産
業
振
興
課

ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
の
受
付
を
行
い
ま
す

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
へ
の
ご

協
力
の
お
願
い

■立候補予定者説明会

1月 10日（火）午後１時３０分～
市役所本庁舎  第１会議室

■立候補届出受付

1月 22日（日）午前８時３０分～午後５時
市役所本庁舎　第１会議室

■投票日

1月 29日（日）午前７時～午後８時

■立候補条件
次の要件すべてに該当する方

①農業委員会の区域に住所を有する方

②年齢２０歳以上（平成２４年１月２９日現在）

③１０アール以上の農地を耕作する方、および同
居する親族または配偶者で、６０日以上耕作の業
務に従事する方、または１０アール以上の農地を
耕作する農業生産法人の組合員、社員、株主の方
で６０日以上耕作の業務に従事する方。

■投票条件
平成２３年３月３１日に確定した農業委員会委

員選挙人名簿に登録されている人で、上記①～③
の要件を満たしている人（ただし、②は平成２３
年３月３１日現在）

■選挙区および定数
・第１選挙区（塩山、奥野田、松里地区）定数１１人
・第２選挙区（大藤、神金、玉宮地区） 定数　６人
・第３選挙区（勝沼、大和地区）　 定数１３人

◆お問い合わせ先
甲州市選挙管理委員会
☎３２－２１１１
（内線２２２）

1月29日
甲州市農業委員会委員選挙

非常勤看護師募集
甲州市訪問看護ステーション

子育てしながら、１週間に数日。１日３時間程
度の勤務からでも可能です。あなたの資格を活か
していっしょに働いてみませんか。
■採用人員

看護師・介護支援専門員の有資格者　若干名
■応募受付　１月４日（水）～２０日（金）
■応募方法　履歴書１通（写真添付）・看護師免

許の写しを持参してください。
※面接日は追って連絡します。

◆お問い合わせ先
甲州市訪問看護ステーション ☎２０‐６０１１



国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
公
的
年
金
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
日
本
国
内
に
お

住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
は
、

公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後
や
、
生
活
の

安
定
を
損
な
う
よ
う
な
「
万
が
一
」
の
怪

我
や
病
気
に
備
え
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
忘

れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
、

保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
学
生
や
20
代

の
若
者
の
為
の
制
度
で
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
･
･
･

学
生
で
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
方
が
対
象
。(

学
生
証
・
在
学
証
明
書

等
が
必
要)

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
･
･
･

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
で
、
本
人
及
び

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方
が
対

象
。

※
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
将
来
受
け
取
る
年
金
を
増

額
し
た
い
場
合
は
、
10
年
以
内
に
後
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納

制
度
」
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳
し
い
手
続
き
や
相
談
な
ど
は
、
健
康

増
進
課
国
保
・
年
金
担
当
、
ま
た
は
甲
府

年
金
事
務
所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
健
康
増
進
課
　
国
保
・
年
金
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
１
４
・
１
１
５
）

・
甲
府
年
金
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
４
１

■
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
症
状
は

嘔
吐
、
下
痢
、
発
熱
、
腹
痛
等
が
主
な

症
状
で
す
。
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
症
状

は
２
日
か
ら
３
日
程
度
で
治
ま
り
ま
す
が
、

１
週
間
か
ら
２
週
間
は
、
便
に
ウ
イ
ル
ス

が
残
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

胃
腸
炎
症
状
の
患
者
の
発
生
動
向
は
、

冬
季
に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
そ
の
主
な
原
因
と
な
っ

て
お
り
、
感
染
力
が
強
い
こ
と
か
ら
、
集

団
感
染
や
食
中
毒
に
対
す
る
注
意
が
必
要

で
す
。

■
予
防
す
る
に
は

・
手
洗
い
を
こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
特
に
ト
イ
レ
の
後
、
調
理
の
前
、
食
事

の
前
に
は
、
流
水
と
石
け
ん
で
て
い
ね
い

に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
手
荒
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
ハ
ン
ド
ケ
ア
を
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し

ょ
う
。

■
２
次
感
染
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
吐
物
や
便
の
処
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

。

・
吐
物
や
便
に
は
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
用
い

処
理
し
ま
し
ょ
う
。
汚
物
は
使
い
捨
て
の

布
な
ど
で
き
れ
い
に
ふ
き
取
り
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
密
封
し
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

汚
れ
た
と
こ
ろ
は
、
塩
素
系
消
毒
剤
を
新

聞
紙
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
に
し
み
込

ま
せ
、
20
分
か
ら
30
分
程
度
お
い
て
お
く

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ト
イ
レ
の
便
座
や
ド
ア
ノ
ブ
は
、
こ
ま

め
に
塩
素
系
消
毒
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
む
つ
の
取
り
替
え
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
取
り
替
え
は
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
用
い
、

手
袋
は
１
人
ひ
と
り
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

お
む
つ
の
廃
棄
は
他
に
汚
染
を
広
げ
な
い

よ
う
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
頃
か
ら
健
康
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

下
痢
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

集
団
施
設
利
用
者
や
そ
の
職
員
は
症
状

が
あ
っ
た
場
合
に
は
回
復
す
る
ま
で
他
の

人
と
の
接
触
を
な
る
べ
く
避
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

健
康
企
画
・
医
療
担
当
☎
32
‐
５
０
１
４

iinnffoorrmmaatt iioonn
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

10平成2４年１月

準備はよろしいですか

始まります！
チャレンジ プラス1,000歩

ある～く こうしゅうスタンプラリー対象事業

いよいよチャレンジプラス１，０００歩がスタ
ートします！チャレンジプラス１，０００歩は万
歩計をつけて普段の歩数を知り、１日１，０００
歩多く体を動かす事業です。チャレンジ達成を目
指して、家族・友人・職場の仲間などみんなで頑
張りましょう！！これから参加を希望される方も
１月５日（木）まで申込できます。

参加を希望される方はお早めに参加申込書を提
出してください。

■実施期間　1月 9日（月）～2月 12日（日）
※詳細は広報１１月号・１２月号の折込チラシ、
または市ホームページをご覧ください。
◆お問い合わせ先　健康増進課 健康づくり担当

☎３３‐７８１２
チャレンジ達成者に
は記念品を差し上げ
ます！さらに、「ある
～くこうしゅうスタ
ンプラリー」で３P
集めると景品のプレ
ゼントもあります！

感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
）
の
流
行
時
期
に
な

り
ま
す



iinnffoorrmmaatt iioonn
今
年
度
、
ま
だ
健
診
を
受
け
て
い
な
い

方
へ
・
・
追
加
健
診
の
お
知
ら
せ
で
す

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
・
・
こ

れ
ら
は
、
症
状
が
無
く
、
進
行
す
る
と
脳

梗
塞
や
心
筋
梗
塞
、
透
析
と
い
っ
た
重
い

病
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。
で
も
生
活
を
ち

ょ
っ
と
見
直
し
て
防
ぐ
こ
と
も
可
能
で
す
。

ま
ず
は
検
査
を
受
け
、
ご
自
身
の
「
今
の

身
体
の
状
態
」
を
知
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
で
す
。

■
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診
内
容

基
本
健
康
診
査
（
40
歳
～
74
歳
の
方
は

特
定
健
康
診
査
と
い
い
ま
す
）

問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血
液

検
査
、
尿
検
査
、
医
師
の
診
察

※
が
ん
検
診
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
対
象
者
・
自
己
負
担
金

・
20
歳
～
39
歳
の
方

甲
州
市
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
は
無

料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
保
以
外
の
医

療
保
険
で
、
職
場
等
で
受
診
の
機
会
の
な

い
方
は
１，

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

・
40
歳
～
74
歳
の
方

甲
州
市
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
は
無

料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
保
以
外
の
医

療
保
険
加
入
で
被
扶
養
者
の
方
は
、
ご
加

入
の
医
療
保
険
か
ら
発
行
さ
れ
る
「
特
定

健
診
受
診
券
」
と
「
医
療
保
険
証
」
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
金
は
、
医
療

保
険
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

※
加
入
者
本
人
は
対
象
外
と
な
り
、
勤
務

先
で
の
健
診
と
な
り
ま
す
。

・
75
歳
以
上
の
方

ど
な
た
で
も
、
無
料
で
受
診
い
た
だ
け

ま
す
。

※
今
年
度
、
市
総
合
健
診
・
国
保
人
間
ド

ッ
ク
健
診
・
国
保
個
別
健
診
を
受
け
て
い

な
い
方
が
対
象
で
す
。

■
日
時
・
場
所

１
月
18
日
（
水
）
　
勝
沼
市
民
会
館

１
月
19
日
（
木
）
　
甲
州
市
民
文
化
会
館
　

１
月
20
日
（
金
）
　
大
和
保
健
セ
ン
タ
ー

１
月
30
日
（
月
）
　
勝
沼
市
民
会
館

１
月
31
日
（
火
）
　
甲
州
市
民
文
化
会
館
　

受
付
　
午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分
　
　
　
　
　
　
　

※
例
年
、
受
付
が
午
前
９
時
30
分
頃
ま
で

大
変
混
み
合
い
ま
す
。
混
雑
時
間
外
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
持
ち
物

自
己
負
担
金
、
医
療
保
険
証
、
追
加
健

診
受
診
票
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
当
日
会

場
に
あ
り
ま
す
の
で
会
場
で
記
入
し
て
く

だ
さ
い
）、
40
歳
～
74
歳
の
方
は
特
定
健
診

受
診
券

■
注
意
事
項

・
受
診
前
日
の
夕
食
は
午
後
９
時
ま
で
に

す
ま
せ
、
当
日
は
飲
食
を
し
な
い
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

・
高
血
圧
や
心
臓
の
薬
を
服
用
さ
れ
て
い

る
方
は
、
当
日
も
服
用
し
て
き
て
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

健
康
企
画
・
医
療
担
当
☎
32
‐
５
０
１
４

健
康
診
断
を
受
け
て

健
康
な
１
年
を
ス
タ
ー
ト
し
よ
う

11 広報こうしゅう

第28回国民文化祭
やまなし2013開催

国民文化祭は、全国各地で普段行われている各種
の文化活動を全国的規模で「発表、競演、交流」す
る場を提供することにより、国民の文化活動への参
加の機運を高め、新しい芸術文化の創造を促すこと
を目的とした、国内最大級の文化イベントです。

山梨県では、県内外からの参加者・観覧者に、山
梨の文化資源や豊かな自然環境に直接触れ、体験し
ていただくことにより、四季折々の山梨の魅力を満
喫していただくため、初の通年開催として平成２５
年１月１２日（土）から１１月１０日（日）までの
３０３日間で開催します。

甲州市では、国民文化祭のイベントとして、次の
５つの催しを予定しています。

①甲州市道祖神祭り　　②民俗芸能の祭典
③甲州ワインフェスタ
④フットパス・朝市とワイナリーめぐり
⑤信玄公ゆかりの文化財めぐり

なお、第２８回国民文化祭の開催１年前イベント
として、「道祖神巡りフットパス」を開催します。

■日　時　1月14日（土）午後２時～
■内　容

甲州市塩山藤木地域の道祖神飾りの見学などのフ
ットパス
■主　催　第２８回国民文化祭山梨県実行委員会
■共　催　第２８回国民文化祭甲州市実行委員会
◆お問い合わせ先

つなぐＮＰＯイベント係
☎０８０‐１２２３‐８３０２

田野の十二神楽
藤木道祖神祭り太鼓乗り
一之瀬高橋春駒

受け継がれる小正月行事
市内には、先人が築き、今に伝承されてきた様々

な小正月行事があります。故郷を愛し、地域住民に
より受け継がれてきた文化は、今年も各地で盛大に
開催されます。

【田野の十二神楽】

■日　時　1月14日（土）午後６時～
■場　所　大和町田野地区公民館

【藤木道祖神祭り太鼓乗り】

■日　時　1月14日（土）午後７時～
■場　所　放光寺駐車場

【一之瀬高橋春駒】

■日　時　1月15日（日）午後６時～
■場　所　重要文化財旧高野家住宅・甘草屋敷

◆お問い合わせ先　甲州市教育委員会 生涯学習課
☎３２‐５０９７
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平
成
24
年
４
月
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
を
希
望
す
る
ご
家
庭
は
、
次
の
内
容
に

よ
り
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童

市
内
小
学
校
に
在
校
す
る
新
１
年
生
か

ら
新
３
年
生
ま
で
の
児
童
で
、
次
の
①
か

ら
③
に
該
当
す
る
児
童
。

①
保
護
者
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に

い
な
い
児
童

②
保
護
者
が
疾
病
ま
た
は
心
身
の
障
害
に

よ
り
保
育
が
困
難
で
あ
る
家
庭
の
児
童

③
保
護
者
が
介
護
等
に
よ
り
保
育
が
困
難

で
あ
る
家
庭
の
児
童
等

■
受
付
期
間

１
月
10
日
（
火
）
～
２
月
３
日
（
金
）

■
申
込
方
法

「
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
書
」
は
、
各
児
童

ク
ラ
ブ
、
子
育
て
対
策
課
、
勝
沼
地
域
総

合
局
市
民
福
祉
課
、
大
和
地
域
総
合
局
市

民
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

就
労
証
明
書
等
関
係
書
類
を
添
え
て
、
期

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
月
の
中
途
の
利
用
開
始
、
終
了
で
あ
っ

て
も
１
月
分
の
利
用
料
と
な
り
ま
す
。

・
生
活
保
護
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
で
前

年
度
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
場
合
、
申

請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
利
用
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

・
１
世
帯
で
同
時
に
２
人
以
上
の
児
童
が

利
用
す
る
場
合
、
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
２
人
目
か
ら
利
用
料
が
半
額

に
な
り
ま
す
。

・
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
書
を
提
出
さ
れ

て
も
、
就
労
・
定
員
等
の
状
況
に
よ
り
利

用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。

◆
書
類
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
８
１

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

※
各
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
書
類
提
出
も
で
き

ま
す
。
（
た
だ
し
、
祝
児
童
ク
ラ
ブ
と
ｈ
ｏ

ｔ
サ
ー
ク
ル
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
直
接

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
申
込
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
、
重
病
な
ど

の
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
17
年
度

か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
、
副
作
用
の
問
題
で

予
防
接
種
の
差
し
控
え
に
つ
い
て
国
か
ら
指

示
が
あ
り
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
の
ご
案

内
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ

れ
、
現
在
は
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が
通

常
通
り
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
間
、
接
種

を
さ
れ
て
い
な
い
方
へ
の
接
種
時
期
が
緩

和
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
医
療
機
関
と
ご
相

談
の
う
え
、
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
年
齢

平
成
７
年
６
月
１
日
～
平
成
19
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

■
予
診
票
に
つ
い
て

・
７
歳
６
ヵ
月
未
満
の
方

出
生
時
に
配
布
し
て
い
る
「
予
防
接
種

綴
り
」
に
掲
載
の
「
日
脳
予
診
票
」
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
７
歳
６
ヵ
月
以
上
の
方
・
予
診
票
を
無

く
さ
れ
た
方

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
増
進

課
（
医
療
対
策
室
・
健
康
企
画
医
療
担
当
）

ま
た
は
勝
沼
・
大
和
総
合
局
市
民
福
祉
課

の
窓
口
に
て
予
診
票
を
発
行
し
ま
す
の
で

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
各
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

健
康
企
画
・
医
療
担
当
☎
32
‐
５
０
１
４

平
成
24
年
度
　
児
童
ク
ラ
ブ
利
用

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
！

● 児童クラブ一覧表 ●

塩山南児童クラブ ☎３３‐７９００

（塩山南児童センター内）

塩山西児童クラブ ☎３３‐２６２５

（塩山診療所内）

塩山北児童クラブ ☎３３‐７８００

（塩山北児童センター内）

松里児童クラブ ☎３３‐７１００

（松里公民館内）

奥野田児童クラブ ☎３３‐７９０１

（奥野田公民館内）

大藤児童クラブ ☎３３‐７９０２

（大藤公民館内）

井尻児童クラブ ☎３３‐７９０３

（井尻公民館内）

玉宮児童クラブ ☎３３‐７９０７

（玉宮公民館内）

神金児童クラブ ☎３３‐７９３０

（神金公民館内）

大和児童クラブ ☎４８‐２０１４

（大和ふるさと会館内）

東雲児童クラブ ☎４４‐３７２３

（東雲ふれあい親子館内）

勝沼児童クラブ ☎４４‐２１５９

（勝沼中央公民館内）

祝児童クラブ ☎４４‐５５１４

（祝ふれあい親子館内）

ｈｏｔサークル ☎４４‐１５２４

（岩崎保育園内）

■児童クラブ利用料■

12平成2４年１月

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
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平
成
24
年
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進
学
す

る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、
県
か
ら

支
度
金
と
し
て
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
を

支
給
さ
れ
ま
す
。
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在

①
山
梨
県
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
。

②
平
成
24
年
４
月
に
県
内
の
小
中
学
校

（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）
へ
入
進
学
す
る

児
童
を
育
て
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
親
（
父
母
の
な
い
児
童
の
養

育
者
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生
活

支
援
施
設
を
含
む
）
に
入
所
中
の
児
童
や
、

里
親
に
委
託
中
の
児
童
は
除
く
。

③
平
成
23
年
度
（
平
成
22
年
分
）
の
所
得

税
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

④
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
。

※
支
給
が
決
定
さ
れ
ま
す
と
、
原
則
と
し

て
２
月
中
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
が
却
下
さ
れ
た
場
合
に
は
、
通
知

い
た
し
ま
す
。

※
申
請
後
に
前
記
要
件
を
満
た
さ
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
「
変
更
・
辞

退
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
　
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
、
前
記
の

要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
も
し
く
は
１
月

31
日
（
火
）
ま
で
に
、
申
請
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
３
月
30
日
（
金
）
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。

■
提
出
書
類

・
平
成
23
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校

入
進
学
支
度
金
支
給
申
請
書

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
受
給
者
証

の
写
し
な
ど
、
資
格
を
証
明
す
る
書
類

※
申
請
用
紙
は
、
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所

も
し
く
は
子
育
て
対
策
課
の
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

◆
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
山
梨
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所

（
峡
東
保
健
所) 

福
祉
課

☎
20
‐
２
７
５
０

山
梨
市
下
井
尻
１
２
６
‐
１

（
東
山
梨
合
同
庁
舎
内
）

・
子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

市
で
は
、「
子
育
て
の
手
伝
い
を
必
要
と

し
て
い
る
方
（
依
頼
会
員
）
」
「
手
伝
い
が

で
き
る
方
（
協
力
会
員
）」
が
一
時
預
か
り

等
の
援
助
を
通
じ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

育
て
を
支
援
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
（
フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
）

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
協
力
会

員
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
、
安
心
し
て
支

援
活
動
が
行
え
る
よ
う
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時

１
月
28
日
（
土
）
・
２
月
４
日
（
土)

■
場
　
所
　
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物

筆
記
用
具
・
運
動
の
で
き
る
服
装
（
実

技
も
あ
り
ま
す
）

■
申
込
期
限
　
１
月
20
日
（
金
）
ま
で

■
日
程
・
内
容

○
第
１
日
目
　
１
月
28
日
（
土
）

・
午
前
10
時
30
分
～

「
子
ど
も
の
健
康
管
理
と
病
気
の
世
話
」

講
師
　
山
梨
県
立
大
学
名
誉
教
授

北
村
　
愛
子

先
生

・
午
後
１
時
～
　
「
保
育
の
心
」

講
師
　
社
会
福
祉
法
人
さ
く
ら
福
祉
会
　

岩
崎
保
育
園

理
事
長

雨
宮

孝

信

先
生

○
第
２
日
目
　
２
月
４
日
（
土
）

・
午
前
10
時
～

「
緊
急
時
の
対
策
と
応
急
処
置
」

講
師
　
東
山
梨
消
防
本
部

・
午
後
１
時
～

「
子
ど
も
の
遊
び
（
実
技
）」

講
師
　
甲
州
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
す
も
す
館

保
育
士
　
岸
本
理
恵
さ
ん

保
育
士
　
手
島
あ
り
さ
さ
ん

■
そ
の
他

託
児
の
用
意
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
１
月
20
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。（
無
料
）
ま
た
、
子
ど
も
の

ミ
ル
ク
、
お
む
つ
、
お
や
つ
は
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
の
昼
食
は
各
自
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
８
１

「
す
く
す
く
学
級
」
で
も
お
な
じ
み
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
川
辺
先
生
を
囲
ん
で
の
子
育

て
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
し
つ
け
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、
子
ど
も
へ

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
友
達
を
誘
っ
て
皆
さ
ん
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

１
月
24
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
～

■
場
　
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
っ
ぷ
っ
ぷ

■
定
　
員
　
15
組
（
要
予
約

託
児
要
相
談)

■
参
加
費
　
無
料

■
講
　
師
　
川
辺

修
作

先
生

日
本
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
学
会
認
定
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
。
現
在
、
甲
州
市
を
は
じ
め
県
内

各
地
の
子
育
て
支
援
活
動
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
っ
ぷ
っ
ぷ
　
☎
39
‐
８
６
８
５

小
中
学
校
へ
入
進
学
す
る
児
童
が

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
様
へ

フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
･
セ
ン

タ
ー
協
力
会
員
養
成
講
習
会
を
開

催
し
ま
す

13 広報こうしゅう

育
児
の
悩
み
あ
れ
こ
れ

～
子
ど
も
を
伸
ば
す
お
母
さ
ん
の

知
恵
～

あなたのペットは
名札を着けていますか？

迷子になったとき、身元のわかる名札を着
けていれば無事飼い主の元に戻ることができ
ます。犬の場合は、「鑑札」、「狂犬病予防注
射済票」の装着も必要です。

物言えぬペットにとって、名札は帰るべき
場所を示すもの。首輪等に安全な名札を着け
てあげましょう。

◆お問い合わせ先　環境政策課
☎３２‐２１１１



甲
州
市
文
化
協
会
の
美
術
部
員
が
年
間

を
通
し
て
描
い
た
作
品
の
展
示
で
す
。
皆

様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時

１
月
６
日
（
金
）
～
19
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
９
日
（
月
）、
10
日
（
火
）、
16
日
（
月
）

は
休
館
日
と
な
り
、
最
終
日
の
19
日
（
木
）

は
午
後
３
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
１
階
ロ
ビ
ー

■
主
　
催
　
甲
州
市
文
化
協
会
　
美
術
部

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
　
☎
32
‐
５
０
９
７

気
軽
に
誰
で
も
、
親
し
み
や
す
い
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
通
じ
て
、
基
本
技
術
の
習
得
、

ル
ー
ル
な
ど
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
体
を
動

か
す
こ
と
に
よ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
甲
州
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

１
月
19
日
（
木
）、
26
日
（
木
）

２
月
２
日
（
木
）、
９
日
（
木
）

午
後
７
時
～
９
時

■
場
　
所
　
甲
州
市
勝
沼
体
育
館

■
講
　
師

甲
州
市
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
対
　
象

小
学
生
か
ら
一
般
の
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
小
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
が
送
迎
で
き
る
方
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
教
室
は
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
班
を
編
成

し
て
行
い
ま
す
。

■
持
ち
物

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
体
育
館
履
き
、
ラ

ケ
ッ
ト
（
ラ
ケ
ッ
ト
は
持
っ
て
い
る
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち

で
な
い
場
合
は
申
し
込
み
時
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
）

■
申
込
方
法

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日
　
１
月
16
日
（
月
）
ま
で

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎
32
‐
５
０
９
８

■
日
　
時

２
月
26
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

■
場
　
所
　
甲
州
市
塩
山
体
育
館

■
内
　
容

午
前
に
予
選
リ
ー
グ
、
午
後
か
ら
順
位

決
定
リ
ー
グ
を
行
い
ま
す
。

■
対
　
象

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

（
学
生
は
除
く
）

■
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
　
２，

０
０
０
円

■
締
切
日
　
１
月
31
日
（
火
）

■
主
　
催
　
甲
州
市
教
育
委
員
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
体
育
協
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　
焼
尾
賢
一

☎
33
‐
９
３
２
２
　
℻
33
‐
９
３
２
３

新
春
絵
画
教
室
作
品
展
開
催

14平成2４年１月
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市民教養講座　第１回
甲州市　星空を観る会
夜空に輝く無数の星たちは、太

古の時代から人々の信仰の対象
や、旅の目印、また数々の神話や
物語の題材などとしていろいろな
場面で利用されてきました。現代
社会では、喧騒の中で、ふと星空
を見上げることにより、癒しの空
間としてその存在もしています。

甲州市には、星空を見ることのできるスポットが数多く
点在しています。これらのスポットを活用しながら、市民
の皆さんが星に興味を持ち、宇宙へのロマンを語ることが
できるよう星座の勉強会や星をテーマにした「甲州市の星
空を観る会」を開催します。

■日　時　1月 22日（日）午後１時～３時
■場　所　甲州市民文化会館　１階ロビー
■内　容　移動式プラネタリウムによる星座観察会

星座早見盤の見方
■講　師　山梨県立科学館　天文指導員
■対　象　市内在住で星に興味を持つ方

◆お問い合わせ先
甲州市教育委員会　生涯学習課　社会教育担当
☎３２‐５０９７

参
加
者
募
集

甲
州
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

塩山駅南口
市民ギャラリー

１月１０日（火）～
２月６日（月）

文化協会、写佛部の皆さんによ
る「写佛画」を展示いたします。

※展示内容・期間については変更に
なる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

参
加
チ
ー
ム
募
集
　

第
６
回
甲
州
市
親
睦
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会



市
民
文
化
会
館
で
は
、
歴
史
民
俗
資
料

室
特
別
展
と
し
て
、
「
多
摩
川
の
源
流
・
笠

取
山
の
四
季
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

笠
取
山
の
四
季
の
写
真
の
ほ
か
笠
取
山

か
ら
見
え
る
富
士
山
の
写
真
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
展
示
終
了
後
に
写
真
（
額
に
入

っ
て
な
い
も
の
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

写
真
を
欲
し
い
方
は
、
市
民
文
化
会
館
窓

口
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
１
人
に
つ
き

１
枚
、
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

受
付
開
始
は
、
１
月
５
日
（
木
）
午
前

９
時
か
ら
と
な
り
、
申
し
込
み
は
窓
口
の

み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
期
　
間

２
月
10
日
（
金
）
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
お
よ
び
１
月
10
日

（
火
）
と
な
り
ま
す
。

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

甲
州
市
教
育
委
員
会
で
は
、
第
三
期
水

泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

水
が
こ
わ
い
お
子
様
で
も
安
心
し
て
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
健
康
運
動

教
室
で
は
、
「
大
人
の
方
向
け
の
水
泳
教

室
」
、
プ
ー
ル
の
中
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
を
行
う
「
水
中
シ
ェ
イ
プ
」

教
室
を
行
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
で
も
、
安
心
し
て
参
加
い

た
だ
け
る
教
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

小
学
生
水
泳
教
室
（
初
心
者
）

■
対
　
象

・
Ａ
ク
ラ
ス
（
水
曜
日
・
金
曜
日
）

初
心
者
の
小
学
生

・
Ｂ
ク
ラ
ス
（
火
曜
日
・
木
曜
日
）

板
な
し
キ
ッ
ク
で
７
ｍ
以
上
泳
げ
る
小

学
生

■
時
　
間
　
午
後
４
時
15
分
～
５
時
15
分

■
回
　
数
　
各
ク
ラ
ス
と
も
全
10
回

■
受
講
料
　
４，

０
０
０
円

大
人
向
け
健
康
運
動
教
室

（
成
人
水
泳
教
室
）

■
対
象
・
期
日

・
初
級
者
（
火
曜
日
・
金
曜
日
）

水
が
怖
い
は
じ
め
て
の
方
大
歓
迎
！

火
曜
日
　
午
後
１
時
15
分
～
２
時
５
分

金
曜
日
　
午
後
８
時
25
分
～
９
時
15
分

・
中
級
者
（
火
曜
日
）

ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
が
25
ｍ
泳
げ
る
方

昼
の
部
　
午
後
２
時
10
分
～
３
時

夜
の
部
　
午
後
８
時
25
分
～
９
時
15
分

■
回
　
数
　
各
ク
ラ
ス
と
も
全
10
回

■
受
講
料
　
６，

０
０
０
円

水
中
シ
ェ
イ
プ

■
対
　
象

健
康
な
成
人
で
あ
る
市
民
の
方

■
期
　
日

・
水
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

・
金
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
回
　
数
　
各
ク
ラ
ス
と
も
全
10
回

■
受
講
料
　
６，

０
０
０
円

■
申
込
方
法

１
月
15
日
（
日
）
ま
で
に
、
甲
州
市
塩

山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
に
て
予

約
を
行
い
、
後
日
、
受
講
料
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
希
望
者
多
数
に
よ
り
ク
ラ
ス
調
整
、

ま
た
は
申
し
込
み
を
締
め
切
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
　

☎
32
‐
１
５
９
６

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
り
、
調
整
力
や

柔
軟
性
を
上
げ
、
体
の
内
側
か
ら
美
し
く
な

れ
る
「
や
さ
し
い
ヨ
ガ
」
を
は
じ
め
、
有
酸

素
運
動
に
よ
り
脂
肪
燃
焼
や
運
動
不
足
、
メ

タ
ボ
解
消
に
効
果
の
あ
る
「
簡
単
ボ
ク
サ
サ

イ
ズ
」
な
ど
、
運
動
が
苦
手
な
方
で
も
、
安

心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
な
各
種
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

や
さ
し
い
ヨ
ガ

■
期
日
（
火
曜
日
）

・
昼
の
部
　
午
前
10
時
～
10
時
45
分

午
前
11
時
～
11
時
45
分

・
夜
の
部
　
午
後
７
時
30
分
～
８
時
15
分

午
後
８
時
30
分
～
９
時
15
分

簡
単
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ

■
期
　
日

１
月
中
旬
～
３
月
下
旬
ま
で

木
曜
日
　
午
後
８
時
～
８
時
45
分

■
受
講
料
　
６，

０
０
０
円

※
２
教
室
申
込
の
場
合
は
、
１
０，

０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法

１
月
15
日
（
日
）
ま
で
に
、
甲
州
市
塩

山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
に
て
予

約
を
行
い
、
後
日
、
受
講
料
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
希
望
者
多
数
に
よ
り
ク
ラ
ス
調
整
、

ま
た
は
申
し
込
み
を
締
め
切
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
　

☎
32
‐
１
５
９
６

■
日
　
時

第
２
～
４
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

※
祝
日
等
重
な
っ
た
場
合
、
一
部
変
更
と

な
り
ま
す
。

■
受
講
料
　
３，

０
０
０
円
（
月
謝
制
）

■
申
込
方
法

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
常
時
お
申

込
み
可
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
　

☎
32
‐
１
５
９
６

歴
史
民
俗
資
料
室
特
別
展

多
摩
川
の
源
流
・
笠
取
山
の
四
季

開
催
中

15 広報こうしゅう

iinnffoorrmmaatt iioonn
甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

第
三
期
水
泳
教
室
・
健
康
運
動
教

室
開
催

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
（
フ
ラ
ダ
ン
ス

教
室
）
開
催



甲
州
市
環
境
基
本
条
例
で
定
め
る
基
本

理
念
の
実
現
を
目
的
と
し
て
「
甲
州
市
環

境
基
本
計
画
」
（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

■
原
案
閲
覧
の
方
法
・
場
所

①
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
次
の
場
所
に
設
置

・
市
役
所
本
庁
舎
　
　
環
境
政
策
課

・
勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

・
大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

・
甲
州
市
民
文
化
会
館

・
勝
沼
図
書
館
　
・
大
和
ふ
る
さ
と
会
館

■
原
案
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

１
月
４
日
（
水
）
～
２
月
３
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
意
見
を
提
出
で
き
る
方

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
市
内
に
事

務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
方
、
市
内

の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

る
方
、
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
方
、
市

内
で
滞
在
・
活
動
す
る
方
な
ど
。

■
提
出
方
法
及
び
提
出
先

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
提
出
用
紙

ま
た
は
任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
を
ご
記
入
の
う
え
、
電
子
メ
ー
ル，

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
も
し
く
は
窓
口
来
庁
の

い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
の
送
信
先

info@
city.koshu.ya

m
a
na

shi.jp

②
℻
32
‐
１
８
１
８

③
郵
送
の
場
合
の
宛
先

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

甲
州
市
役
所
　
環
境
政
策
課

※
電
話
で
の
意
見
提
出
、
住
所
、
氏
名
及

び
連
絡
先
の
な
い
場
合
は
お
受
け
い
た
し

か
ね
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

･
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い

て
は
、
取
り
ま
と
め
の
う
え
、
計
画
策
定

の
参
考
資
料
と
し
ま
す
。

・
住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
に
関
す
る
情
報

は
、
公
表
し
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
他

の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。

・
ご
意
見
な
ど
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ご
意
見
の
原
稿

等
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
　
☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
２
４
３
・
２
４
４
）

甲
州
市
・
甲
州
市
食
育
推
進
会
議
で
は
、

第
２
次
食
育
推
進
計
画(

案)

を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
民
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
原
案
閲
覧
の
方
法
・
場
所

①
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
次
の
場
所
に
設
置

・
市
役
所
本
庁
舎
　
健
康
増
進
課

・
勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

・
大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

・
甲
州
市
民
文
化
会
館

・
勝
沼
図
書
館
　
・
大
和
ふ
る
さ
と
会
館

■
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

１
月
４
日
（
水
）
～
２
月
３
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
意
見
を
提
出
で
き
る
方

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
市
内
に
事

務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
、

市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
方
、
市
内
で
滞

在
・
活
動
す
る
方
な
ど
。

■
提
出
方
法
及
び
提
出
先

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
提
出
用
紙

ま
た
は
任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
を
ご
記
入
の
う
え
、
電
子
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
も
し
く
は
窓
口
来
庁
の

い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
の
送
信
先

info@
city.koshu.ya

m
a
na

si.jp

②
℻
32
‐
３
０
７
２

③
郵
送
の
場
合
の
あ
て
先

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

甲
州
市
役
所
　
健
康
増
進
課

※
電
話
で
の
意
見
提
出
、
住
所
、
氏
名
及

び
連
絡
先
の
な
い
場
合
は
お
受
け
い
た
し

か
ね
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い

て
は
、
取
り
ま
と
め
の
う
え
、
計
画
策
定

の
参
考
資
料
と
し
ま
す
。

・
住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
に
関
す
る
情
報

は
、
公
表
し
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
他

の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。

・
ご
意
見
な
ど
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ご
意
見
の
原
稿

等
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
健
康
づ
く
り
担
当

☎
33
‐
７
８
１
３

甲
州
市
環
境
基
本
計
画
（
案
）
に

対
す
る
ご
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）
を
募
集
し
て
い
ま
す

iinnffoorrmmaatt iioonn

16平成2４年１月

第
２
次
甲
州
市
食
育
推
進
計
画
（
案
）

に
対
す
る
ご
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

参加者募集
日赤塩山分団員等
救急救命訓練
地震や台風などの災害時の、迅速・的

確な行動力を身につけるには、普段の訓
練を重ねておくことが、もっとも効果的
です。今回、塩山分団では、日常生活の
中でも役立つ心肺蘇生法について、一人
でも多くの方に学んでいただくために、
救急救命訓練を実施することになりまし
た。私たちと一緒に学びませんか？

■日　時　1月 27日（金）
午後１時３０分～４時３０分

■場　所　甲州市民文化会館２階大会議
室
■内　容　一時救命処置等（ＡＥＤ使用）
■講　師　日本赤十字社 山梨県支部職員
■服　装　運動のできる服装。
■定　員　１００名
■締切日　１月１６日（月）
■主　催　甲州市赤十字奉仕団 塩山分団
◆申し込み・お問い合わせ先

福祉介護課　地域福祉担当
☎３２‐５０２７



戸
籍
（
ま
た
は
附
票
）
が
必
要
な
場
合
、

請
求
で
き
る
の
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
本
人
」
、
ま
た
は
本
人
の
直
系
尊
属

（
父
母
、
祖
父
母
な
ど
）
、
卑
属
（
子
、
孫

な
ど
）、
本
人
の
「
配
偶
者
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市
に
本
籍
が
無
い
方
が
戸
籍
を
取
得
す

る
際
、
続
柄
の
確
認
で
き
る
資
料
（
戸
籍

な
ど
）
を
ご
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
代
理
人
請
求
の
場
合

本
人
か
ら
見
て
直
系
以
外
の
方
が
本
人

の
戸
籍
（
ま
た
は
附
票
）
を
代
理
で
請
求

す
る
場
合
は
本
人
、
配
偶
者
、
直
系
の
方

い
ず
れ
か
か
ら
の
委
任
状
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

戸
籍
の
分
か
れ
て
い
る
兄
弟
姉
妹
の
戸

籍
（
ま
た
は
附
票
）
を
代
理
で
請
求
さ
れ

る
場
合
も
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
相
続
手
続
き
等
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合

を
除
く
）

ま
た
、
請
求
時
に
は
、
窓
口
に
来
ら
れ
た

本
人
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
写
真
付
住
基
カ

ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
等
）

と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
お

問
合
わ
せ
は
、
市
民
生
活
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
０
２
～
１
０
５
）

住
民
票
の
写
し
が
必
要
な
場
合
、
請
求

で
き
る
方
は
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。
別
世
帯
の
方
の
住
民
票

の
写
し
は
、
請
求
者
か
ら
の
委
任
状
（
本

籍
、
続
柄
が
必
要
な
場
合
は
そ
の
旨
を
記

入
の
こ
と
）
と
窓
口
に
来
る
方
の
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）

を
お
持
ち
い
た
だ
か
な
い
と
発
行
で
き
ま

せ
ん
。
住
所
地
番
は
同
一
で
も
、
世
帯
分

離
で
住
民
登
録
上
は
別
世
帯
に
な
っ
て
い

る
場
合
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
０
２
～
１
０
５)
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17 広報こうしゅう

戸
籍
の
請
求
を
す
る
時
は
ご
注
意

く
だ
さ
い

公的な身分証明書として便利！
住民基本台帳カード

「本人であることを確認できるものを見せてく
ださい」 と言われて困った事はありませんか。
そんな時には、市で発行する写真付住基カード
が公的な身分証明書としてご利用いただけます。
金融機関をはじめ、携帯電話の新規契約やパス
ポートの新規発行など、住基カードで本人を確
認する機会が増えています。写真付住基カード
を身分証明書として使ってみませんか。

【無料】住基カード・写真撮影キャンペーン

市では、次の内容により、住基カード普及キ
ャンペーンとして無料写真撮影を行います。写
真付住基カードに必要な顔写真をご自分で用意
していただくお手間がかかりませんので、ぜひ
キャンペーンをご活用ください。

■日　時　1月12日（木）18日（水）
午前９時～正午、午後１時～４時

■場　所　市役所本庁舎　１階ロビー
■持ち物

印鑑・代理申請の場合委任状・本人確認のた
めに①ＩＣ運転免許証の場合、免許証と暗証番
号、②①以外の場合、写真付官公署発行書類と
保険証等の2点、③写真付官公署発行書類をお持
ちでない場合、郵送による確認をします。また、
運転免許証の住所は、現住所と一致している必
要があります。詳細な申請方法は市民生活課ま
でお問い合わせください。（条件を満たさない場
合、当日交付できない場合があります）なお、
カード新規交付手数料は、平成２４年３月３１
日まで無料です。紛失、破損等の場合、再発行
手数料（５００円）がかかりますのでご注意く
ださい。
※住基カードの申請は、常時受け付けています。
申請時間は、平日の午前８時３０分から午後５
時１５分までとし、毎週水曜日は窓口延長の日
となりますので、午後７時１５分まで申請の受
け付けを行います。
◆お問い合わせ先

市民生活課　住民記録・戸籍担当
☎３２‐２１１１（内線１０２～１０５）

甲州市戦没者慰霊祭の開催について

市では、先の大戦において亡くなられた方々を
追悼し平和を祈念するため、甲州市戦没者慰霊祭
を開催します。市民の皆さまのご参加をお願いし
ます。なお、甲州市遺族会会員の皆様は、各地区
遺族会役員へ１月１６日までにお申込みください。
■日　時　２月９日（木）午後２時～
■場　所　大和ふるさと会館
◆お問い合わせ先　福祉介護課　地域福祉担当　

☎３２‐５０２７

住
民
票
の
請
求
を
す
る
時
は
ご
注

意
く
だ
さ
い

日本赤十字奉仕団勝沼分団（土屋啓子分団長）

は、東日本大震災への支援として、勝沼町のご家

庭から約３６００枚のタオル等をご提供いただき、

民間支援団体（復興ぞうきんプロジェクト）を通

じて、岩手県へお届けする活動を行いました。

心
温
ま
る
ご
支
援
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

仕
分
け
作
業
を
行
う

勝
沼
分
団
の
皆
さ
ん
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時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

１
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

１
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

を
持
つ
方
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て

悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

☎
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 

☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

１
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
１
月

13
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

℻
33
‐
２
３
０
７

も
の
忘
れ
に
関
し
て
お
悩
み
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

１
月
27
日
（
金
）
午
後
３
時
～

■
場
　
所
　
本
庁
舎

１
階

市
民
会
議
室
Ａ

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
１
月

25
日
（
水
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

■
日
　
時

１
月
13
日
（
金)

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
　

■
場
　
所
　
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容

温
泉
に
つ
か
り
な
が
ら
体
の
疲
れ
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
、
交
流
会

■
対
　
象
　

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
関
心

の
あ
る
方

■
参
加
料
　
５
０
０
円
（
昼
食
・
入
浴
料)

■
集
合
場
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
表
駐
車
場

午
前
10
時
集
合
　

■
持
ち
物
　
入
浴
に
必
要
な
タ
オ
ル
等

■
申
込
方
法

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
電
話

に
て
１
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
　

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
）
☎
32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
者
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
よ

り
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
家
族
介
護
者
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
　
時

２
月
18
日
（
土
）

午
前
11
時
～
３
時
受
付
午
前
10
時
30
分
～

■
場
　
所
　
宏
池
荘
（
塩
山
温
泉
郷
）

■
内
　
容

・
第
一
部
　
落
語

『
落
語
家
の
ヘ
ル
パ
ー
修
行
日
記
　
介
護
は

十
人
十
色
』

・
第
二
部

茶
話
会
（
話
し
て
み
る
じ
ゃ
ん
、
み
ん

な
の
介
護
）

■
対
　
象

市
内
在
住
の
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い

る
方

■
定
　
員
　
40
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
費

１，

０
０
０
円

（
昼
食
付
き
　
当
日
徴
収
）

■
締
切
日
　
２
月
10
日
（
金
）
ま
で

■
そ
の
他

会
場
ま
で
の
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
し
込
み
時
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
田
原
福
祉
会
　
萩
の
里

（
保
科
　
南
）
☎
33
‐
７
７
３
４

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員
※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

心
の
相
談
窓
口
・
専
門
医
に
よ
る

相
談

も
の
忘
れ
相
談
・
専
門
医
に
よ
る

相
談

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

家
族
介
護
者
交
流
会

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



■
日
　
時

１
月
16
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場
　
所

本
庁
舎
　
２
階
　
第
２
会
議
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者
　

■
定
　
員

６
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
）

■
そ
の
他

・
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で

す
。
１
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

た
い
の
で
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課

市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な

ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開

設
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
１
月
20
日
（
金
）

午
前
の
部

午
前
９
時
～
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
本
庁
舎

１
階

市
民
相
談
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者

■
定
　
員
　
12
名

■
内
　
容

消
費
生
活
関
連
　
架
空
請
求
、
訪
問
販

売
、
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
契
約
等
に

関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、
多

重
債
務
な
ど

■
そ
の
他

・
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
。

・
こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
完
全
予
約

制
で
す
。

・
１
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
す
る
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

■
日
　
時

２
月
６
日
（
月
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所

恩
賜
林
記
念
館
　

２
階
　
和
室

■
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

■
相
談
内
容

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
ス
ト

ー
カ
ー
な
ど
人
権
に
係
わ
る
相
談
（
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

近
年
、
高
齢
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関

す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
無
料
ア
ダ
ル

ト
、
ゴ
ル
フ
、
釣
り
な
ど
趣
味
の
サ
イ
ト
を

閲
覧
中
に
突
然
画
面
が
変
わ
り
、
料
金
請
求

す
る
と
い
う
手
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
相
談
事
例

パ
ソ
コ
ン
で
釣
り
の
サ
イ
ト
を
見
て
い

て
、
画
面
上
の
「
は
い
」
を
何
回
か
ク
リ

ッ
ク
し
た
ら
「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
登
録

完
了
」
と
い
う
画
面
表
示
に
な
っ
た
。

・
３
日
以
内
に
９
万
６
千
円
の
支
払
い
請

求
画
面
と
私
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
、
プ
ロ
バ

イ
ダ
名
、
パ
ソ
コ
ン
の
機
種
名
が
明
記
さ

れ
、
振
込
日
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
表
示
が

電
源
を
切
っ
て
も
消
え
な
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

①
安
易
に
「
は
い
」
「
Ｏ
Ｋ
」
「
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ

ｒ
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
。
　

②
あ
わ
て
て
業
者
に
連
絡
を
取
ら
な
い
。

③
利
用
料
金
の
請
求
が
あ
っ
て
も
、
言
わ

れ
る
ま
ま
に
支
払
わ
な
い
。

④
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
表
示
の
消
去
方
法
は
、

（
独
）
情
報
処
理
推
進
機
構
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
意
図
せ
ず
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
・
出
会

い
系
サ
イ
ト
等
に
接
続
さ
れ
、
身
に
覚
え

の
な
い
不
当
請
求
を
受
け
た
場
合
、
相
手

に
連
絡
を
取
ら
ず
に
、
す
ぐ
に
家
族
や
各

相
談
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
８
４
５
５

無
料
法
律
相
談

無
料
消
費
生
活
相
談

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

Ｃ
段
丹
映
子
・
「
週
間
長
野
」
掲
載
・
無
断
転
載
禁
止

特
設
人
権
相
談
所
開
設

iinnffoorrmmaatt iioonn
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や
ま
な
し
消
費
生
活
注
意
報



最
近
「
口
が
渇
く
」
と
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
唾
液
は
口
を
潤
す
だ
け

で
な
く
、
食
べ
物
を
飲
み
込
み
や
す
く
し

た
り
、
口
の
中
の
細
菌
の
増
殖
を
抑
え
る

な
ど
の
重
要
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

乾
燥
予
防
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
唾
液

の
分
泌
を
促
す
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
服
用
し
て
い
る
薬
の
影
響
で
口

が
乾
燥
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な

る
場
合
に
は
、
主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

乾
燥
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
。

②
う
が
い
を
す
る
。

③
噛
む
回
数
を
増
や
す
。

唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
介
護
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

こ
ん
に
ち
は

地
域
包
括
で
す

20平成2４年１月

iinnffoorrmmaatt iioonn

健
康
は
お
口
か
ら
　
　
　

②

お
口
の
乾
燥
注
意
報
編

①親指以外の４本の指を頬
にあて、耳下腺の上でぐる
ぐる回す（１０回）

②耳の下からあごの先まで
５ヶ所を目安に、親指で突
き上げるように押す（25回）

③あごの真下から舌をつき
あげるようにゆっくりぐー
っと押す（１０回）

※ＣＡＴＶで放映
中の筋力アップ体
操の番組では、12
月から「歯つらつ
情報」を放映して
います。ぜひご覧
ください。
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不動産無料相談
■日　時　1月19日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

iinnffoorrmmaatt iioonn

甲州市商工会青年部婚活事業第２弾

出逢いのワインパーティ
■日　時　1月 21日（土）午後１０時～午後４時
■場　所　麻屋葡萄酒（勝沼町等々力１６６）
■参加費　男性　５，０００円

女性　２，０００円
■内　容　ワイナリー見学やシニアソムリエによ

る食事付きワインセミナー。
■対　象　２０歳～４５歳位の独身男女
■定　員　男女各１５名（多数の場合は抽選）
※男性は甲州市内在住者を優先いたします。
◆お問い合わせ先

甲州市商工会　事務局　☎３３‐２２３６

温かな善意 ありがとうございました
◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方からご寄付をいただきました。
・丸山　澄子さん（下塩後)
◎公共施設整備事業へ
・奥山　二郎さん（東京都）
◎およっちょい祭り収益金を神金保育所図書購入費へ
・図書館友の会　会長 小佐野政美さん
◎甲州市社会福祉協議会へ
・川崎　一善さん（上岩崎)

警察では、各種事件・事故等の緊急事案の早期
解決を目的として

「いち早く　いそがず慌てず　れい静に」
１　　　１　　　　　　０　番

を合い言葉に、市民の皆様に広く１１０番通報の
ご協力をお願いしております。

１１０番通報は、携帯電話、一般加入電話など
から「１１０」とダイヤルすると、県内どこから
でも警察本部の通信指令室につながります。

通信指令室では、担当の警察官が、「いつ」、
「何処で」、「何が」、「犯人は」、「負傷者は」、「あ
なたの住所、氏名」などをお尋ねしますので、落
ち着いてお話しください。

なお、いまだに多くのイタズラ・間違い電話が
見受けられます。イタズラ電話は、緊急の事件・
事故等の通報に大きな支障をきたしますので絶対
にやめましょう。

また、相談ごと等は、最寄りの警察署、交番、
駐在所、または警察本部総合相談室「＃９１１０」
におかけください。

防災とボランティア

防災アドバイス
１　非常持出品と非常備蓄品を準備しましょう。
２　避難場所、道順、家族との連絡方法などを確

認しましょう。
３　家具・家電製品等は転倒・落下防止器具で固

定しましょう。
４　災害用伝言ダイヤル「１７１」の使い方を

覚えておきましょう。
５　地域で行われる防災訓練には、積極的に参加

しましょう。

１月中は、次の時間帯で災害用伝言ダイヤルの
体験利用ができます。
★正月三が日（１月１日～１月３日）

体験時間　　期間中２４時間
★ボランティア週間（１月１５日～１月２１日）

体験時間　　午前９時～午後５時

平成７年１月１７日早朝に発生した「阪神淡路
大震災」では、災害ボランティアの活躍により多
くの被災者の生活が支えられました。これをきっ
かけに、毎年１月１５日～２１日は「防災とボラ
ンティア週間」１月１７日は「防災とボランティ
アの日」と定められました。
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図書館スナップ
職場体験・市立図書館クリスマス会

甘草屋敷子ども図書館
第21回企画展
「えりちゃんとドングリの木」原画展

■日　時　３月２６日（月）まで

■場　所　甘草屋敷子ども図書館内ギャラリー

■内　容

甲州市在住の日向正氏と山梨市在住の雨宮千

鶴氏による絵本『えりちゃんとドングリの木』

の原画展です。えりちゃんを通じて、自然、い

のち、お互いに励ましあうことの大切さを感じ

てみませんか。

23 広報こうしゅう

塩山図書館
「福袋」貸し出し

１月５日（水）から、塩山図書館では「福袋」

貸し出しを行ないます。福袋の中には職員のお

ススメする本がセットになって入っています。

何が入っているかは、借りてからのお楽し

み！いつも自分で選ぶ本とは違う本にチャレン

ジしてみませんか？新た

な発見があるかも！

１５セット限定、すべ

て貸し出されたら終了で

す。借りた方には、記念

品もあります。

甲州市立図書館
年始の開館について

甲州市立図書館（勝沼

図書館・塩山図書館・大

和図書館・甘草屋敷子ど

も図書館）は、１月５日

（水）から通常どおり開館

します。

今年度の「甲州市立図書館　クリスマス会」
は大和ふるさと会館を会場に行なわれました。
地元のお父さんを中心としたグループによるブ
ラックパネルシアター「アリババと４０人の盗
賊」や職員による大型紙芝居やシルエットシア
ターを楽しみ、みんなで手遊びをして、心も体
も温まりました。

塩山北中学校の２年生３名による職場体験学習
がありました。カウンターで貸し出しや返却を行
なったり、書架で本の整頓をしたりと、しっかり
業務をこなしてくれました。体験で得た知識を生
かし、今後も図書館を活用してください。

★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/



「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。
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毎日、楽しくにぎやかに暮ら
せるのも君たちのおかげです。
ありがとう！

父・薫さん、母・好恵さん
（下萩原）

元気いっぱい、笑顔がかわい
いこーきん。こーきんの笑顔に
癒されます。これからも元気に
のびのび育ってね。

父・伸幸さん、母・智子さん
（上於曽）

にーにが大好きで、何でもまね
するひまり。けんかもするけど、
めんどうもみてくれるやさしいひ
ろゆきにーに。これからも２人仲
良く元気に育ってね！
父・明裕さん、母・靖子さん

（上於曽）

歩夢と育夢は私たちの宝物♡
２人がいてくれて、とても幸せ
です♡２人仲良く、ずっと元気
でいてね♡

父・英之さん、母・はる奈さん
（下塩後）

いつも笑顔をありがとう。元
気いっぱい育ってね。

父・祐次さん、母・順子さん
（上於曽）

八巻
やまき

歩夢
あゆむ

くん（３歳)

育夢
いくむ

くん（７ヶ月)

原
はら

大地
だいち

くん（８ヶ月)

甘えん坊で、はずかしがり屋
の桃ちゃん。いつも笑顔の恵介
くん。私たちの宝物です♡

父・恵三さん、母・静さん
（三日市場）

黒沢
くろさわ

桃花
ももか

ちゃん（２歳)

恵介
けいすけ

くん（７ヶ月)

白川
しらかわ

宙
そら

くん（６歳)・和
なごみ

ちゃん（４歳)

芽
めい

ちゃん（１１ヶ月)

芦澤
あしざわ

幸希
こうき

くん（６ヶ月)
古澤
ふるさわ

裕倖
ひろゆき

くん（３歳)

向日葵
ひまり

ちゃん（１歳)

〒404‐8501　山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1　　☎ 0553‐32‐2111　℻ 0553‐32‐1818




